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第２章では、抵抗シーム溶接法を用いて AZ31 表面に AlFeCrCoNiHEA 被膜を作製
した。皮膜は FCC および BCC 構造を持ち、被膜の平均厚さは約 400µm で、硬度は
680HV であった。また、AlFeCrCoNi HEA 被膜は、腐食環境において優れた摩耗特性
を示すことを明らかにしている。 
第３章では、抵抗シーム溶接により AlFeCrCo 中エントロピー合金（MEA）被膜を
AZ31 合金表面に作製した。被膜の平均厚さは 430 µm で、硬度は 870HV0.2 であった。




接により AZ31 合金表面に TiC/AlFeCrCo MEA 複合被膜を作製した。複合被膜の微細
構造および相構成に及ぼす TiC 含有量(10 mass%、30mass%および 50mass%)の影響
について詳細に述べている。Al、Fe、Cr、Co 元素は複合被膜中に均一に分布し、TiC






学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 以上述べたように、本研究では、抵抗シーム溶接法を用いて、マグネシウム合金 AZ31
表面に厚さ約 400μm の AlFeCrCoNi HEA 被膜、AlFeCrCo MEA 被膜及び
TiC/AlFeCrCo MEA 複合被膜の作製とその摩耗特性について検討した。他の製造方法
に比べて、抵抗シーム溶接法により作製した AlFeCrCoNi HEA 被膜は優れた特性を示
した。AlFeCrCoNi HEA 被膜と比べて、摩耗特性が高い AlFeCrCo MEA 被膜及び
TiC/AlFeCrCo MEA 複合被膜を形成することが可能であることを明らかにしている。 
 これらの内容に関して、公聴会において、多数の質問がなされたが、いずれも論文提
出者によって回答がなされ、質問者の理解が得られた。よって、提出者は、博士（工学）
の学位を受ける資格があるものと認める。 
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査 
した結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
